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部1 ) 2 ・ 5 する規則（人事院8-13-1) 3 ・ 1
0短期大学設置基準の一部を改正する省令 0人事院規則9 -8 （初任給， 昇格， 昇給
（ 文部2 ) 2 . 5 等の基準）の一部を改正する規則（人事
院9-8-2 ) 3 . 1 
規 則
0人事院規則2 -8 （人事院の参与）の一 告 示
部を改正する規則（人事院2 8 - 1) 2 . 27 0外国あて通常郵便物の送達等に関し外国
0人事院規則2 - 3 （人事院事務総局の組 郵政庁で定める条 に関する件の一部を
織）の一部を改正する規則lj （人事院2一 改正する件（郵政72) 2 ・ 5









0短期大学の名称を変更する件（文部2 2 ) 2 ・ 19 o短期大学及び短期大学の学科の設置を認
0短期大学の学科の位置を変更する件（文 可した件（文部25) 2 ・2 2
学 内 規 則
富山大学教養部規則の一部改正
富山大学教養部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定 する。

























倫 理 学 倫 理
P寸H．ー 4 
,L、 理 主寸主主 ．ー 4 
心 理 学
心理学演習 1 
日 本 史 4 
歴 史 学 東 j羊 史
西 洋 史 4 
文 ：主子主． 文 ナ,.>..!.4 4 骨支 文
コ日包 楽 二日企乙 楽 4 


























u i斉 寸且Lー 4 
統 ー十 込寸山- 4 
政 J台 寸Aιー 4 
地 理 寸且んー 4 
ネ士 tヨ』ス 寸＂－＇んー 4 




イヒ 学 4 
化 学 実 験 1 
生 物 寸，，，.，＿」． 4 
生物学実験 1 
I也 寸主とzー． 
天 文 寸且£．ー 





情 報と科 学 2 
※自然と文化 2 
芙 三日五ロ 8 
※英
ぷ2"〉、 話 3 
ド イ ツ 語 8 
※ドイツ語会話 2 
フ ラ ン ス 語 8 
中 国 三ロ五口 8 
昭和60年3月1日発行 品同千
目 である。
ファン語 ※フ ァ ン語 2 
ロ シ ア 詰 8 
朝 魚平 雪ロ五口 8 
体 育 講 義 1 
保 健
保健体 育 保健 講 義
体育 科目
体 育実技 2 
備考 1 0印内 の授業科目 は， 組み 合わせて修得 し
てもすべ て卒 業要件単位 として認 めるが， そ
のうち 4単位 のみ を規則 第5条 第1号 に定 め
る人文、 社会及び自然 の各分野 に おけ るー の
授業科目 を修得 したものとみ なす 。
2 ※印は， 卒 業要件単位 に含 まれない授業科
報 第256号
附 則
1 この規則は， 昭和6 0年 4月 1 日から施行する。
2 昭 和59年度以 前 の入学者について は， な お 従前 の
例 による。
砂富 山大学教養 部規則 の改正理 由
授業科目 のうちロシア語 及び朝鮮語 の単位 数を整
理すると共 に卒業要件単位 に含 め， 教育内容 の充実
を図 る。
2 既修得単位 の認定方法等 を明確 にするほか， 字句
を整理し， 所要事項 を改 める。
諸 議
AQ 宮
第2回学長選考管理委員会（ 2 月 4日）
第1回学長候補適任者選定委員会（ 2 月 4日）
昭和59年度第10国学寮補導委員会（ 2 月4日）
（報告事項）




















及び工学研究科 （修士課程） 第2 次入学試験合格
者の判定 について
(2 ）教官人事について （教育学部 ）
(3 ）共 通第1 次 学力試験 について
(4）学生の動向 について
（審議事項）
(1）富 山大学教養 部 規則 の一部 改正 （案） について
(2）昭和6 0年度富山大学文学 専攻科 ， 教育専攻科及び
経済学専攻科 入学者選抜試験合格者の判定 につい
て
第2回学長候補適任者選定委員会（ 2 月1 8日）
昭和59年度第6回学園ニュース編集委員会（ 2 月18日）
（審議事項）






(2 ）富 山大学附属図 書館閲覧規則 改正 （案） について
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（審議事項）昭和59年度第4回教務委員会（ 2月 19 日）
（報告事項） (1）富 山大学学生部長選考基準に基づく次期学生部 長
(1）教養部と学部との相互乗入れについ て
（審議事項）
(1）昭和60年度非常勤 講 師につい て
昭和60年公開講座第4回委員会（ 2 月22日）
（議 題）
(1）昭和60年度公開 講 座の実施計画につい て
第46回構内交通対策委員会（ 2 月22日）
（審議事項）








第4回授業料等減免選考委員会（ 2 月26 日）
（報告事項）





工 学 部 E力 手




氏 名 研 究 場 所 石汗 究 題 目
大 野 正 道 東京大学 国際経済法
新 里 泰 孝 一橋大 学 経済成 長及び景気循環の理論
強誘電性スメクチック液品の分
桑 原 道 夫 東京 工業大学 子 配向制御とその表示素子への
応用
海老原 直 邦 広島大 学 認知過程の情報処 理に関する研Ji: 
＠ 退斤， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス
の消し忘れ， タバコの吸殻の後始末に＋分注意し，
盗難の防止・火災の予防に心がけましょう．グ
＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しまし ょ
う／／
研 究 業H 間
60  9 2 ～61. 2 .  28 
II 
60. 5. 1～6 1. 2. 28 
II 
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 ’合zモ守 任命権者
転 任 60 3 l 氏 家 ifi 工床業研究技課術院主地任研質調究査官所鉱床部鉱 助教授（理 学部） 文 部大臣
II 中 品 克 敏 務富係山工総務業主向等任専門学校
会計課総 庶力務主部任
庶務課学事調査係研究協 富山大学長
臨時的任用 60 2. 21 前 田 由起子 教諭（教育学部附属養護学校） II 
再手 �it\'. 60 2. 28 嶋 作 恭 子 教諭（教育学部附属養護学校） 辞職を承認する II 
退 1哉 60. 3. i irt 藤 昭 人 教務補佐員（教養部 ） 昭和60年2月28日限I）退職した II 
II 藤 木 浦三郎 事務補佐員（附属図書館） II II 
II 本 田 善 彦 II II II II 








修了後， 同27年8月富山大学薬学部実験 実習指 導員，
同29年 5月間助 手， 同33年4月間講師， 同33年10月間
助教授， 同46年 5月教育学部助教授， 同47年2月同教
授となり， この間， 昭和52年4月 から 5期にわたり富
山大学評議員を併任 ， 今日に至っています。
専門は， 化学， 薬学博士， 富山県出身。
理学部長の改選
中川正之理 学部長の任期が， 昭和60年4月 1 日に満
了することに伴い， 理学部教授会は2月20日に次期学
部長候補者 の選挙を行った。 その結果， 中川正之現学
部長が再選されました。 任期は， 昭和60年4月 2 日か
ら昭和62年3月31日まで。
工学部長の改選
位 崎敏男工学部長の任期が， 昭和 60年4月l日に満
了することに伴い， 工学部教授会は2 月25日に次期学
部長候補者の選挙を行った。 その結果， 位 崎敏男現学




60年4 月l日に満了することに伴い， トリチウム科 学
セン タ一運営委員会は2月28日に次期センタ一長候補
者の選考について審議を行った。 その結果， 全会一致
をもって中川正之現センタ一長を再び選 定 し， 学長に
推薦する ことになりました。 任期は， 昭和60年 4 月2
日から昭和62年3月31日まで。
5 
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叙位・叙勲
o死亡叙 位 ・叙勲
元本学名誉教授（教育学部 ） 小津慎一郎 氏は， 昭和
6 0年1月 5日逝去（享年7 1オ） されまし たが， 同 氏の
生前 の功績に鑑み， 正四 位 ， 勲三等瑞宝章が授けられ，














現 金属系実験 研究棟 の東側
















照明工学 ｜工学 ｜ ” 


































































































































































































































主催による昭和59 年度学内 麻雀大会が， 去る 2 月 9 日
仕）4 8名 （12チーム ） の参加者を得 て職員会館で実施 さ
れました。
なお， 成 績 は次 のとおりです。
個人戦
優 勝 泉 三郎（ 人文学部・理学部 ） + 178. 5 
次 勝 御福 隆（学生部） + 115. 7 
3 位 森田憲治（工学部） + 11 2 . 1  
名人賞 中コ� J 1 I敏之 （教育学部） ＋ 0.3 
団体戦
優勝 人文学部・理学部B （山田， 堀， 柴田， 下回 ）
次 勝 人文学部・理学部A（泉， 岩城， 大崎， 堀口 ）




主催による昭和59 年度学内 卓球大会が， 去 る 2 月16日





次 勝 教養 部チーム
個人戦
男子
優勝 森 克徳（教養 部 ）
次 勝 武本光雄（工学部）
女子
優勝 作道勢以 子 （工 学部 ）
次 勝 三浦み より （教養 部 ）
稿
〈オハイオ州立大学でのいくつかの印象〉
昨年4 月 から約10ヶ 月半， 私 はア メリカ合衆国オハ
イオ州立大学に滞在する機会を与えられました。 オハ
イオ州立大学 は本校がオハイオ州コロンパスにあり，
学生 数 は大学院を含め て約 6万人， 教官3千人， 職員
l万 5千人もいます。 コロンパスの人口 は約 100万人
ですから， 大学 はこの街の最大の事業体です。 学内に
は循環パスが走り， 学期が始まる頃になるとパス は学
生てψ満員になります。
私 は， 本校の生 物科 学系カレ ッジの植物学・動物学
の建物にある， 植物学担当G. L. フロイト教授の研
究室にいました。 この建物の壁に は， ツタを一面に は
わせてあり， 長い 伝統があるような雰囲気をだすため
にデザイン された感じです。 我々の実験 室やオフィス
は 地下にあり， 朝に室に入ってしまうと， わざわさ出
かけない と今どのような天気になっているのかきえわ
からない程です。 め ったにないことだと は言っていま
したが， 私 が力、、スバーナーを使っている時突然 停電に
なり， 手 さぐりで火を消して外に出ました。 自然 光の
- 1 0一
教育学部助 教授 渡 遁 信
入らない室の恐し さを味わったとい うところです。
オハイオに行く前 に は， 彼の研究室には多くの大学
院生が実験 にいそしんでいるのだろうと想像していま
したが， 行ってみ るとポストドックがl人， 修士課程
の学生 が 1 人いるだけでした。 フロ イト教授と共若の
論文をたくきん見ていたのて＼ どんなに忙しくしてい
るのかと思っていたのに実際 は小 さな世帯でした。 少
ない 人数でたく さんの論文を次 々に書けるというの は，
テーマが適切で， 設備がよく整い， 非常に効率が良い
とい うことでしょう。
コロンパスに 着いた夜， フロイト教授は自宅で 3 つ
の賞を見せてくれました。 ひとつ はシニアクラスのゴ
ルフトーナメントで優勝した時のもので， 彼 は実 はゴ
ルフが大好きだったのです。 大学生の時に は 野球のセ
ンターでならし， 卒業時に はプロ 野球からドラフト指
名 されたといいます。 彼はしかし中学校の先生になる















す。 毎日のデイリーシートが用意 されていて， そこに
重要な専門用語 のスペ ルが記 されて おり， 授業中にと
まどわないよう 配慮 されています。 室の横のテーブ ル
には関連した内容を扱った本がページを開げて おいて










う。 試験 はかなり厳密で， する方も される方も真剣に
ならざるを得 ないのです。 試験 は3ヶ 月のクウォータ
ーの聞に中間と期末の 2 回あり， 試験 の 2 週間前ぐら
いから授業の合聞を使って， どのような内 容の試験 を
するかとい うカ1ダンスをして おきます。 試験 時間は，
授業時間よりも通常前 後にのび， 数時間かけてじっく
りやります。 試験 はペーパー テストだけでなく， 口頭
試問をやったり， あるい は講義 されたトピックスに関
して自分で調べ たことを学会の講演と同じように1 2分


















支給 されますが， 宿泊はたい がいそのセミナー を担当








うです。 幸い彼はそのために 月 200ド ルの奨学 金をも
らえるようになり， 張り切って仕事をしていました。











うです。 大学院に進学しようとする学生は4 年生の1 2









重要な 手足とみなす ア メリカにあっては， どのような
学生か来るの かをはっきり知って おきたい とい うこと
なのでしょう。





おこなわれ， 応募 者が多い場合には書類選考で10 人に
しぼられ， さらにそのうち4人がインタビューに招待






















た。 ごくわずかのことですが ， ここに印象に残ったこ
とを書きとめました。
（オハイオ州立大学， 動・植物学教室の建物）
砂筆 者 は， 文部省長期在外研究員 （乙種）として， 昭 出張きれ ましたので， 特に寄稿を御依頼したもので
和59年4月4 日から昭和 60年2月17 日まで単細胞緑 す。
藻の微細構造の研究のため， ア メリカ合衆国へ外国
職 員 j商 ，息
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学
理学 部
Jl1J 子 中川 宇｜；明


































































2 月1 日 附属小学校入学者第1次選考（発育検査）
3 日 附属中 学校入学者第l次選考（学力 検査）
6 日 昭 和 59 年度学内会 計監査
学部教務委員会















経 済 学 部


















2月4日 昭和 59年度学内会 計監査
5日 大学院理学 研究科（第 2次）調査書審査
学部長候補者選挙管理委員会















5～ 6 日 大学院工学 研究科（第2次）入学者選抜 試
験
8日 昭和 59 年度学内会 計監査
13日 工 学研究科委員会
教授会

















2月 7 日 昭和59年 度学内会計監査
18日 第8 回商議会
20日 電算化ワーキン グクソレープと富士通S Eと
の打合せ
22日 北陸地区国立大学附属図書館事務（部・課 ）
長会議（於 金沢 大学 ）
28日 北信越地区 国 立 大学図書館研修会
（於 福井医科大学 ）
トリチウム科学センター






2月 5日 臨時健康診断（ 教養部 スキー実習受講者）
13 日 昭和59年 度学内会計監査
経営短期大学部
2月
5 ～ 12日 推薦入学願書 受付
6 日 第3 回教務委員会






2 1日 第3 回 国 立短期大学協会第2 部 会
（於 埼玉 大学国 際交流会館）








会十且． 音B 学 科 ・ 課 程
昭 和 60 年 度 昭 和 59 年 度
募集人員 志願 者数 倍 率 募集人員 志願 者数 倍 率
人 文 学 科 90 2 70 3.0 90 42 5 4 . 7 
人文学部 語学 文 学 科 80 208 2 .6 80 202 2. 5 


























成課 程園 30 1 23 4 .1 30 74 2 . 5 
計 240 669 2.8 240 403 1 .  7 
経 済 学 科 1 20 390 3.3 120 3 2 7  2. 7 
経 営 学 科 120 573 4.8 1 20 544 4 . 5 経済学部
経 営 法学 科 60 293 4.9 60 287 4 .8 
計 300 1 , 256 4 .2 300 1 , 158 3.9 
数 学 科 40 59 1. 5 40 78 2.0 
物 理 学 科 30 50 1 .  7 30 88 2 .9 
化 学 科 40 58 1. 5 40 83 2.1 理 学 部
生 物 学 科 30 71 2.4 30 63 2.1 
地 球 科 学 科 30 74 2. 5 30 68 2 .3 
計 170 312 1.8 1 70 380 2 .2 
電 気 工学 科 50 94 1. 9 50 111 2.2 
工 業化学 科 4 5  206 4.6 4 5  104 2 .3 
金 属 工 学 科 40 138 3. 5 40 175 4 .4 
機 械 工 学 科 50 1 55 3.1 50 12 5 2. 5 工 学 部 生産機械工学科 40 116 2.9 40 131 3 .3 
化学 工学 科 40 113 2.8 40 14 5 3.6 
電 子 工 学 科 40 63 1 .6 40 68 1 .  7 
計 30 5 885 2 .9 30 5 859 2.8 
i口入 計 1 , 185 3 ,600 3 .0 1 ,185 3 ,42 7 2.9 
第2次 募集人員 (JO） を除く。（ 注）理学部 物理学科 の募集人員 に は ，
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
け ぼ の 企 画
富 山 市 ｜明 町 8 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 刊
集f羽
あ印刷所
《hu唱EA
